
平成19年度上半期の財政状況

7 6

平
成
19
年
度
上
半
期

        　
　

    

市 

の 

財 

政 

状 

況

広報 

◉基金現在高 　
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　◉ 一般会計歳出

問財政課
☎50-3033

◉市債現在高

区　　分 現在高

◆一般会計基金
財政調整基金 13億 2,100
減債基金 3億 1,500
公共施設等整備基金 8,900
地域福祉基金 4億 3,194
ふるさとまちづくり基金 1億 5,691
下水道基金 2億 7,727
健康福祉協会基金 6,623
滝川文化振興基金 9,048
ふるさと・水と土保全対策基金 1,103
淡路人形会館建設基金 7,526
淡路人形浄瑠璃館基金 1億 9,856
淡路鳴門岬公園開発基金 4億 8,500

土地開発基金
現金 1億 7,043
土地 5億 2,957

慶野松原松林保全基金 315
地域開発基金 5億
◆特別会計基金
国民健康保険特別会計財政調整基金 5,731
介護保険特別会計財政調整基金 6,474
産業廃棄物最終処分場基金 4億
広田財産区財政調整基金 260
福良財産区財政調整基金 1億 2,050
北阿万財産区財政調整基金 3,257
沼島財産区財政調整基金 257
◆企業会計積立金
水道事業積立金 12億 1,626
国民宿舎事業積立金 2億 7,669

合　　計 68 億 9,406

区　　分 現在高
◆一般会計 439 億 1,848
◆特別会計
国民健康保険特別会計
直営診療所勘定

917

公共下水道事業特別会計 194億 4,905
農業集落排水事業特別会計 58億 2,228
漁業集落排水事業特別会計 17億 1,989
土地開発事業特別会計
企業団地開発事業勘定

15億 4,241

土地開発事業特別会計
住宅団地開発事業勘定

1億 5,015

産業廃棄物最終処分事
業特別会計

2億 8,382

◆企業会計
水道事業会計 69億 3,523
国民宿舎事業会計 7,376

合　　計 799 億 424

（単位：万円）

（単位：万円）

◉ 特別会計の予算執行状況
　区　　　分 予算現額

（歳入・歳出） 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険特別会計 68億 4,656 24 億 1,215 35.2 32 億 2,188 47.0

　（保険事業勘定） 67億 1,590 23 億 7,752 35.4 31 億 7,232 47.2

　（直営診療所勘定） 1億 3,066 3,463 26.5 4,956 37.9

老人保健特別会計 61億 5,426 25 億 6,534 41.6 30 億 4,310 49.4

介護保険特別会計 41億 658 16 億 4,089 39.9 16 億 8,410 41.0

( 保険事業勘定 ) 34 億 8,441 13 億 9,819 40.1 14 億 837 40.4

( 介護サービス事業勘定 ) 6 億 2,217 2 億 4,270 39.0 2 億 7,573 44.3

訪問看護事業特別会計 5,798 2,764 47.6 2,859 49.3

公共下水道事業特別会計 40億 2,654 4 億 3,355 10.7 13 億 7,774 34.2

農業集落排水事業特別会計 3億 8,041 2,830 7.4 1 億 7,307 45.4

漁業集落排水事業特別会計 5億 1,717 2,316 4.4 1 億 7,317 33.4

ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾀｰﾐﾅﾙ事業特別会計 8,149 3,943 48.3 3,528 43.2

慶野松原海水浴場特別会計 1,096 749 68.3 746 68.0

土地開発事業特別会計 6億 7,049 2,025 3.0 642 0.9

　（企業団地開発事業勘定） 6億 2,805 204 0.3 395 0.6

　（住宅団地開発事業勘定） 4,244 1,821 42.9 247 5.8

産業廃棄物最終処分事業特別会計 1億 7,928 9,955 55.5 5,479 30.5

ケーブルテレビ事業特別会計 2億 4,030 1 億 8,092 75.2 7,958 33.1

合　　計 232億 7,202 74 億 7,867 32.1 98 億 8,518 42.4

水道事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 20億 6,782 7 億 5,026 36.2
収益的支出 24億 6,044 6 億 4,265 26.1
資本的収入 5億 9,744 0 0.0
資本的支出 10億 3,659 3 億 4,456 33.2

国民宿舎事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 4億 5,740 2 億 5,305 55.3
収益的支出 4億 5,468 1 億 9,589 43.0
資本的収入 1 0 0.0
資本的支出 5,910 2,505 42.3

農業共済事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 5億 5,871 1 億 2,092 21.6
収益的支出 5億 5,871 1 億 3,508 24.1

◉ 公営事業の経理の概況 （単位：万円、％）
（単位：万円、％）

民　生　費

教　育　費

総　務　費

農林水産業費

衛　生　費

土　木　費

消　防　費

商　工　費

そ　の　他

公　債　費
53億4,811万円

45億5,643万円

45億5,164万円

39億3,078万円

25億5,649万円

21億4,103万円

19億1,488万円

  9 億 9,910万円

  3 億 9,594万円

 14億1,070万円

  278億510万円

17億 8,065万円 (33.2％)

17億 2,550万円 (37.8％)

11億 6,698万円 (25.6％)

10億 7,322万円 (41.9％)

5 億 9,892万円 (31.2％)

5 億 7,993万円 (58.0％)

1 億 3,887万円 (35.0％)

1 億 4,709万円 (10.4％)

2 億 2,559万円 (10.5％)

3 億 9,689万円 (10.0％)

歳出予算額 支出済額

これだけ使いました

78億 3,364 万円
             （28.1％）

その他内訳（支出済額）
議会費　1億3,674万円
災害復旧費　735万円
諸支出金　169万円
労働費　131万円
予備費　0万円

（　　）内数字は支出率予算額計

地方交付税

市　　　債

県 支 出 金

国庫支出金

繰　越　金

繰　入　金

使用料及び手数料

諸　収　入

地方譲与税

そ　の　他

その他内訳（収入済額）

市　　　税
77億5,000万円

62億9,583万円

46億8,740万円

31億2,467万円

13億4,208万円

12億7,904万円

7億6,753万円

  5億 4,081万円

  3 億 9,537万円

  3 億 6,600万円

12億5,637万円

50億 8,995万円 (65.6％)

36億 6,250万円 (58.1％)

0 円 (0.0％)

3 億 3,733万円 (43.9％)

3 億 262万円 (22.5％)

1 億 7,057万円 (31.5％)

9 億 4,269万円 (238.4％)

1 億 586万円 (28.9％)

5 億 8,793万円 (46.7％)

0 円 (0.0％)

3 億 933万円 (9.8％)

歳入予算額 収入済額

これだけ入りました

115億 878万円
             (41.3％)

地方消費税交付金　2億9,952万円
自動車取得税交付金　5,995万円
分担金及び負担金　4,388万円
財産収入　1億1,498万円
地方特例交付金　3,664万円
株式等譲渡所得割交付金　0円
利子割交付金　1,097万円
配当割交付金　1,801万円
交通安全対策特別交付金　0円
寄附金　398万円

（　　）内数字は収入率  278億510万円
予算額計

　278億 510 万円の予算額に対
して 41.3％の 115億 878 万円

が収入されました。地方交付税や市税が歳入に占める主なものです。
それ以外では、国県補助金や市債など事業完了後の年度末に収入され
るものがほとんどのため、グラフのような割合になっています。

（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

　278 億 510 万円の予算額に対して
28.1％の 78 億 3,364 万円が支出され

ました。歳出に占める主なものとしては、民生費（医療や福祉等に係る
経費）や公債費（過去に借り入れた市債の返済に係る経費）、総務費（市
役所の管理運営に係る経費）があり、土木費などの建設事業に伴う支出
は年度末に集中するため、グラフのような状況になっています。

◉ 市民の負担状況
区　　　分 収入済額（万円）

収入率

（％）

市民の負担額（円）
１人当たり １世帯当たり

市民税 10億 466 43.7 44,138 129,041
　　（個　人） 7億 5,476 36.9 37,459 109,515
　　（法　人） 2億 4,990 97.0 6,679 19,526
固定資産税 23億 3,009 60.1 63,389 185,322
軽自動車税 1億 5,376 88.9 2,965 8,668
市たばこ税 1億 5,029 81.7 7,103 20,766
特別土地保有税 0 - 0 0
入湯税 2,370 100.0 727 2,126
合　　計 36億 6,250 55.9 118,323 345,925

※市民の負担額は、平成19年９月 30日現在の人口
　53,209人、18,200世帯で算出。収入済額項目
　の計と合計額は端数処理のため一致しません。

◉ 一般会計歳入

■基金の説明
　いざというときに自由に使える貯金にあたるのが財政調整基金ですが、現在はこの基金によって毎年度の予算の不足額を
補っている状況です。しかし、将来の不測の事態に備えるために、取崩し額を抑えて、ある程度の蓄えを持つ必要があります。
その他の基金については、それぞれの目的に従って積み立てや運用、取崩しを行っています。

■市債の説明
　道路整備や施設整備などは多額の事業費を要しますが、市債により長期返済をすることで、特定の年度
の財政を圧迫するのを避けると同時に、将来にわたり道路や施設を利用する後世代との税負担の公平性を
図っています。
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